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「横浜ブルーカーボン」のねらい

健全な海中林 海岸清掃
藻場再生
浅場造成

市民・NPO・
企業・自治体

ヨコハマのメリット
“海洋都市”の確立
市内の経済効果

横浜市民のメリット
地域プライドの向上
親しみやすい海づくり

地球のメリット
地球温暖化防止
持続可能な未来

横浜ブルーカーボン事業

CO2吸収・削減 水質浄化 多様な生物

カーボン・
オフセット

資金提供
活動PR

貨幣
価値化
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横浜ブルーカーボン事業

全世界から１年間に排出されるCO2量72億トンのうち、海洋全体で吸収される量は22億トン、森林など
陸上で9億トン、大気への放散が41億トン。自然界で固定化される炭素の55%はブルーカーボンと推定さ
れる。（国連環境計画（UNEP）報告書より）
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排出された二酸化炭素の行方
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環境教育（わかめ収穫イベント）



海水熱源ヒートポンプの導入

● CO2削減量（海水熱源ヒートポンプも）
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アマモ場の
再生・維持 わかめの地産地消



浅海生態系（マングローブ，湿地・干潟，海草
藻場，海藻藻場）とその他の吸収源との比較

桑江ほか（土木学会論文集2019）

既往文献をベース
にデータ解析
森林の目標は
3800万トンCO2 

へ増加検討中？
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ブルーカーボンに関する国内外の動向



・CO2を間接的に削減
・海洋環境改善活動の支援

⇒社会貢献による組織価値
向上

・活動資金の確保
・社会的認知度の向上

⇒取り組み活性化・持続可
能性の向上

ＮＰＯ・市民団体等
（クレジット創出者）

排出量の把握
▼

削減努力
▼

削減・吸収
どうしても減らせない

排出量

ゼロエミ目標
企業・団体等

（クレジット購入者）

運営事務局

公的性
中立性

第三者機関
審査認証委員会

2．新たな資金メカニズム導入
（経済的方法論）

カーボンオフセット
（埋め合わせ）

JBEの事業：4つの方法論

カネ



これまでの認証実績
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サイ
ト数

認証量
（トン
CO2）

認証
面積

（ha）

取引単価
（円/トン

CO2）

2020 1 22.8 10.6 >13,157

2021 4 80.4 30.0 72,816

2022 21 3733.1 1100.4 78,063
（一部のみ売買）

ＪブルークレジットⓇ



ＪブルークレジットⓇ

これまでの認証実績
【場所】
18/22 関西
17/22太平洋側

【実施者】
18/22漁協
9/22地元団体
9/22自治体
10/22民間企業
2/22大学等

【タイプ】
17/22海藻
8/22海草
9/22回復
13/22創出
















